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ハイイロヒョウタンゾウムシ Ｃα如か鯛硲ｇｍｄＺｉｃｏ創ＺＳＲｏｅｌｏｆｓは， これまでのところ， ２倍体両

性生殖種族と１０倍体 （ｌｏｘ＝１１０）， ６倍体 （６ｘ＝６６）， ５倍体 （５ｘ＝５５）， ４倍体 （４ｘ＝４４）， ３

倍体（３ｘ＝３３）， ２倍体（２ｘ＝２２）の単為生殖種族の存在が確認されている（Ｔａｋｅｎｏｕｃｈｉ，１９８３ｂ）．
Ｔａｋｅｎｏｕｃｈｉ（１９８０） は， ハイイロヒョウタンゾウムシの５倍体 （５ｘ＝５５）， ４倍体 （４ｘ＝４４），
３倍体（３ｘ＝３３），２倍体（２ｘ＝２２）の単為生殖種族と２倍体両性生殖種族を採集し，これらを用い

て一連の低温処理実験を行い，単為生殖種族は２倍体両性生殖種族から生ずることをはじめ， 各倍
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数体種族の進化の過程を解明した．

　

本研究は， 青森県で得られた５倍体単為生殖種族の雌のハイイロヒョウタンゾウムシの卵を用い

た低温処理実験の追試である． その結果， 新しい倍数体の出現が確認されたのでここに報告する．

材料及び方法

　

本研究には，１９８３年５月，青森県にて採集した５倍体のハイイロヒョウタンゾウムシＣ姉のわれ硲

ｇｍｍａのγ〃ＺＳＲｏｅｌｏｆｓの単為生殖種族の雌，２２個体を用いた．

　

実験期間中， 各個体はそれぞれ別々のシャーレに入れ， 毎日新鮮なエゾアザミ αね彰粥ＰｅｃＺＺ”〆－

勿伽 （Ｔａｋｅｎｏｕｃｈｉｌ９５７） の葉を与えて飼育した。

　

はじめに， 各個体がｎ＝１１を基本数とする５倍体（５ｘ＝５５）， であることを Ａｃｅｔｏｇｅｎｔｉａｎｖｉｏｌｅｔ

による押し潰しプレパラートで卵の初期雁の体細胞分裂を観察することにより確認した上で実験を

行った．

　

次に，産卵直後の卵（卵齢１時間以内）を収集し，それらを直ちに３
ｏＣに保った低温恒温器（Ｓａｎｙｏ

ＭＩＲ－１５０）に移し，１２時間後室温に戻すという低温処理を行った．処理後は直ちに室温に戻し，卵

はプレパラート作成までの間常にシャーレ内の湿らせた漉紙上に置いた． 数日後， 発生中の卵を先

述の方法による押し潰し法でプレパラートを作成し初期腿の染色体を観察した．

　

スケッチは， 描画装置を用いて行い， その倍率は全て３０００倍である． 顕微鏡写真は０ｌｙｍｐｕｓ

ＰＭ一６を用いて撮影した．

観
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実験にとりかかる前に材料の染色体数の検査を行った． その結果， 青森県の天間に於いて採集し

た１４０個体の雌のうち４５個体が４倍体，５０個体が５倍体（Ｆｉｇ．１），残る４５個体が未確認であった．

　

本実験には， そのうち５倍体の雌２２個体を使用した．
（１） 低温処理によって得られた分裂像

　

２２個体の雌から得られた１１５８個の卵を低温処理し観察した結果，１９５個に於いて中期分裂像が得

られた． そのうち，１２６個が５倍体 （Ｆｉｇｓ．２，３），５２個が４倍体 （Ｆｉｇ．４）， ９個が３倍体 （Ｆｉｇ．５），
２個が２倍体 （Ｆｉｇ．６）， ５個が１０倍体 （Ｆｉｇ．８）， 残る１個が半数体 （Ｆｉｇ．７） であった．
（２） 倍数性の変化

　

倍数性の変化を， 次のように計算し， 変化率 （Ｃｈａｎｇｅｐｅｒｃｅｎｔａｇｅ） とした （竹内・岡本・菅原，
１９８１）．

５倍体以外の自室の数
分裂像を確認し節盃の数

×１００＝変化率 （％）

　

本実験において得られた変化率は３５．４％であった．
（３） 青森県産ハイイロヒョウタンゾウムシの４倍体と５倍体の出現率

　

青森県産ハイイロヒョウタンゾウムシに就いて，共棲している４倍体（４ｘ＝４４）と５倍体（５×＝５５）

の個体数を，１９８１年より染色体数の検査を行うことによって調査してきた． その結果をまとめてみ

（２）
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ると次の通りである．

　

４倍体は，１９８１年に３１個体，１９８２年に３２個体，１９８３年に４５個体で， 計１０８個体であった．
方， ５倍体は，１９８１年に２６個， １９８２‐年に４０個体，１９８３年に５０個体で， 計１１６個体であった．

　

以上から， 青森県産ハイイロヒヨウタンゾウムシの４倍体のものと５倍体のものとの出現率は，

１：１であるという仮説をたて， カイニ乗分布による検定を次のように行った．

　

統計量

　

メ ニ 童 （実測ｉ数
ズー期待数の２

　

は， 自由度２－・＝１のカイニ乗分布に近似
的に従う．

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　

有意水準は，０．０５とすると 燐－．（０．０５）＝３．８４１である．

実測数を， 鵬， 貼，期待数を
（１０８
壱
１１６）‐ｍ とし，実測数こ対するｚ

２の実現値 嬬 を計算し

た．

“ ＝≦
１０８一一１１２）２

十
（１１６－－１１２）２

＝．ｏ．２８６

　　　　　

１１２ １１２

その結果， 燭 ＝０．２８６であり， これは棄却域ｘ
２＞３，８４１に含まれない． ゆえに， 青森県産ハイイ

ロヒョウタンゾウムシの２種の単為生殖種族間の出現率は１：１であるといえる．
このことは， 先の Ｔａｋｅｎｏｕｃｈｉ（１９７６） の報告と完全に一致する．

考

　　　

察

低温処理のもたらす効果は次のようである．
単為生殖の卵の第一成熟分裂において， 複合紡錘体が形成される （Ｓｕｏｍａ

ｌａｉｎｅｎ，１９４０；Ｓｅｉｌｅｒ，

１９４７；Ｔａｋｅｎｏｕｃｈｉ，１９６９，１９７０，１９７７）． 産卵直後の卵を低温処理した結果， そのうちの分離した１

セット（ｎ＝１１） または２セット （ｎ＝２２） の染色体が放出され， 放出されただけの染色体数の減

数がおこる． また， 低温が紡錘体の形成を妨げるために， 染色体数の倍加がおこるとされている

（Ｓａｎａｄａ，１９４９；Ｔａｋｅｎｏｕｃｈｉ，１９８０）．

本研究において， 先きの研究 （Ｔａｋｅｎｏｕｃｈｉ，１９８０） で得られた４倍体， ３倍体のほか２倍体， 半

数体ならびに１０倍体が，倍数の変わらなかった５倍体とともに出現した．各倍数体の出現率は”音

数減じた４倍体が７５．４％と最も高く，倍加によって生じた１０倍体が７．２％，２倍数減じた３倍体が

１３．０％， ３倍数減じた２倍体が２．９％， ４倍数減じた半数体が１．４％であった．これは，放出される

染色体の倍数が増えるほど， その出現の可能性が低くなることを示している． また， 低温の影響を

受けない５倍体も１２６個得られた．

　

５倍体から出現した２倍体と半数体の報告は， 本論文がはじめてであり， 特に半数体の出現は，
４倍数の減数をはじめて確認したものとして， 重要である．

（４）
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